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申請の概要 

本研究は、摂食嚥下障害を有する患者に対応するための効果的な教育方法を開発することを目的とする。近年フレイルが注目されてお

り、摂食嚥下が、要介護高齢者の体力低下や死亡に関与していると言われている。また、そのために摂食嚥下障害の患者に適切に対応する

ための教育が求められるようになっている。従来、口蓋と舌の接触が困難になった患者に対しては、舌接触補助床（以下ＰＡＰとする）の

装着によって回復を行い、また授業でも学生にＰＡＰを自ら製作させているが、それではＰＡＰの製作法は理解できるが、その役割やＰＡ

Ｐの使用感は理解できない。ＰＡＰの製作法のみならず役割や使用感も理解できるような教育方法を開発できれば、患者様に寄り添った歯

科医療につなげることができるものと期待される。 

 

 

 

 


